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（出典）http : //legislature.camera.it/ 一部筆者補足
【凡例】［ ］内の略号は政党の連合。略号については、本文中に記載のないもののみ説明


















































































































































1994年総選挙 1996年総選挙 2001年総選挙 2006年総選挙 2008年総選挙 
革新主義者 
（PRC-Rete-Verdi- 
     PDS-PSI-AD） オリ ー  ブ 連 合 
（PDS-Verdi-PPI- 
     PSI-RI-） 
オリ ー  ブ 連 合 
（ PDCI-DS-SDI-
   Verdi-





     RnP-Udeur） 
  虹 の 左 翼 
（ PRC-PDCI-
      SD-Verdi） 
  民 主 党 
+IdV
 自 由 の 人 民 
+LN
+MpA
  中 道同 盟 




イ タ リ アの た め 
の 協 定 
（PPI-Segni） 
自 由 の 極 
（FI-LN-PR-CCD） 
自 由 の 極 
（FI-CDU-CCD-AN）   自 由 の 家 
（FI-UDC-LN- 
       NPSI-AN） 
  自 由 の 家 
（FI-UDC-LN- 
   DC-NPSI-AN- 
     MSI-FT-AS） 




















【出典】Cotta and Verzichelli, Fig．２．３，p．５８を著者が加筆修正
［凡例］ 網掛けは政権連合・本文に登場しない略号は次の通り
AD：民主同盟 AS：社会的代替（極右） DE：欧州民主主義者（キリスト教民主主義系） MpA：自治運動（南部自治強
化主張） MSI-FT：MSI・三色の炎（AN合同拒否したMSI 分派） NPSI：新社会党（旧PSI 系で中道右派合流） RI：イ
タリア刷新（ディーニ） Panella-Bonino：急進主義者 RnP：掌中のバラ（PR＋SDI 選挙リスト） SD：民主社会主義
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革新主義者 33.8［213］ イタリアのための協定 7.3［46］ 自由の極 57.1［360］ 
＊35［5.6］ 
＊ 
オリー ブ 45.9［289］ 
オリー ブ 39.7［250］ 
同盟 49.8［340］ 






















































































































































































































































































































































zazione）」の現象もみられた（Renato Mannheimer. “Bossi e Di Pietro, i





































































１９４８ ２．９ ６９．５ ［DC＋FP］
１９５３ ３．５ ６２．７ ［DC＋PCI］
１９５８ ３．４ ６５．０ ［DC＋PCI］
１９６３ ３．６ ６３．６ ［DC＋PCI］
１９６８ ３．６ ６６．０ ［DC＋PCI］
１９７２ ３．６ ６５．８ ［DC＋PCI］
１９７６ ３．１ ７３．１ ［DC＋PCI］
１９７９ ３．４ ６８．７ ［DC＋PCI］
１９８３ ４．０ ６２．８ ［DC＋PCI］
１９８７ ４．１ ６０．９ ［DC＋PCI］
１９９２ ５．７ ４５．８ ［DC＋PDS］
１９９４ ５．７ ４１．５ ［FI＋PDS］
１９９６ ６．２ ４１．７ ［PDS＋FI］





























































































































































































































































































































































































































































































１７ この第５点について，Aldo Di Virgilio氏による報告（“Changing the electoral rules
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